
 
たくましく未来を切り拓く子どもの育成 合い言葉は「なりたい自分になる」 

                                  

  
 
 
 

 

学校給食に「長崎いちご」が登場 

 ２月１５日が「学校給食いちごの日」ということで、ＪＡ長崎県

いちご部会から長崎県内の２４３校の小・中学校に「長崎いちご」

の無償提供があり、昨日の給食に「長崎いちご」が登場しました。

この様子は、稲佐小学校が報道各局からの取材を受け、夕方のニュ

ースの中で紹介されました。 

 いちごが日本に入ってきたのは、江戸時代末期にオランダ人が長

崎に伝えたのが始まりといわれており、それまで日本にあった野い

ちごと区別して「オランダいちご」と呼ばれたそうです。長崎では

百年以上の栽培の歴史があることになります。長崎は温暖な気候と       給食中の様子 

日当たりのよい環境に恵まれ、いちご栽培に適しています。その収

穫は１１月から６月までの期間中に約８５００トンが全国に出荷さ

れており、全国有数のいちご産地となっています。子どもたちは、

学校栄養職員手作りの「長崎いちご新聞」を通して、その歴史を学

びました。長崎がいちごの生産量が多いことに子どもたちは驚き、

長崎いちごへの意識が大きく変わったようです。  

今回は学校を代表して４年１組の子どもたちが取材を受けまし

た。やや緊張の面持ちでしたが、時間の経過とともに場も和み、給

食後には右の写真の通り、自分たちから「インタビューを受けさせ 

てください」とインタビュアーに駆け寄る姿が見られました。子ど 

もたちからは、「甘くていつものいちごよりおいしかったです」

「とても甘酸っぱくていつも食べているいちごよりやわらかかった

です」「みずみずしくてとても甘くておいしかったです」などの感

想が聞かれ、長崎いちごのおいしさを堪能している様子が伝わって

きました。 

今回の取組をきっかけに、長崎の農業について学び、地域の食材

である長崎いちごのおいしさや魅力を多くの人たちに伝えていって 

ほしいと思います。                                       

今年度最後の生活集会が行われました 
 令和４年度最後となる生活集会が１月３１日（火）に行われまし

た。生活集会のラストを締めくくる学年は２年生です。２年生の出

し物では、昔なつかしの「ヤッターマン」ならぬ「いなさマン」が

登場し、笑顔あふれる楽しい寸劇を披露してくれました。２月の生

活目標は「みんなで使うものを大切にしよう」です。掃除道具やボ

ール、けん玉など普段からみんなが使う物を大切にすることが物へ

の感謝の気持ちを育て、心の中の整理整頓にもつながります。１年

の総仕上げとしてしっかり行動に移してしていきたいと思います。 
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熱く燃えた長縄大会 

 ２月７日（火）、３学期の子どもたちの大きな目標となっていた

長縄大会が行われました。この日は残念ながら雨天となったため、

感染症対策を行った上で体育館での実施となりましたが、子どもた

ちはこの日のために練習を重ねてきた成果を発揮すべく、どの学級

も熱く燃えました。 

今回の大会は、当日に跳んだ最高記録を競うのではなく、学級が

練習を始めた日から本番の記録を比べてどれだけ記録が伸びたかを

競い合うルールへ変更されています。それにより、体力差などに影

響されることなく努力の結果がそのまま反映されるものとなりまし

た。練習初日の１１月２１日以降、右の写真のように回数が更新さ

れるとその都度書き換えながら、最終的な自分たちの学級の目標の

達成に向けて練習を重ねる日々が続きました。そして迎えた大会当

日、子どもたちは低・中・高学年の３つに分かれて競技を行い、目

標としている記録に向かって全力を尽くしました。大会の上位の結

果を以下に紹介します。 

   

 

 

この大会を通して子どもたちは、仲間と協力することの大切さや辛くても我慢して最後までやり抜く心

など多くのことを学びました。最後に子どもたちの感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 以前にもお知らせしていましたが、２月２０日（月）～２４日（金）に今年度最後の授業参観   

と学級懇談会が行われます。是非この１年間の子どもたちの成長の様子を見ていただければ思います。

たくさんの皆様のご来場をお待ちしております。 

第１位・・・６年１組  ２６６回（１６０回→４２６回） 

 第２位・・・４年１組Ａ １７６回（ ７１回→２４７回） 

第３位・・・４年１組Ｂ １６５回（ ７４回→２３９回） 

（   回→   回） 

・みんなの力を合わせて最高記録に近づけたので、やっぱりチームワークは大切だと思いまし

た。 

・１、２年生のときは１回あけていたけれど、３年生になったらほとんどの人が連続で入れるよ

うになった。「がんばれ」とか「だいじょうぶ？」などのかけ声が出てよかったです。 

・わたしが長縄大会で学んだことは、がんばると記録が出ることとみんなの心が一つになると何

でもできるということでした。チームスマイルも先生も「心をひとつに真剣に」をめざしてが

んばりました。チームスマイルの最高の思い出になりました。 

・私は、長縄大会があると聞いたときは、今みたいにはやる気はあまりありませんでした。しか

も、はじめの記録は 160 回。私は学校一になるのは無理だと思っていました。でも、長縄リー

ダーが 6 年 1 組を引っ張ってくれて、練習を積み重ねていくうちに記録が伸びていって 426 回

も跳べたのでとても嬉しかったです。優勝まで連れて行ってくれたので本当に感謝していま

す。小学校最後の長縄大会で優勝できて良かったです。本当に 426回、優勝おめでとう！！ 


